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 ２０２３年２月２３日 

 

 

 

 

☆柑蘆同人誌「芦火」第７０９号（三月号）表紙 

 

・春の季語：「春嵐・春疾風・春荒」（はるあらし・はるはやて・あるあれ）（三春・天文） 

・来月号（四月号）の兼題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は、春の強風に揺らいでいる木の様子です。この強風は時として突風になり、春嵐、

春疾風といいますがどちらも雨を伴いません。暴風雨となると春荒と言います。移動性

高気圧と低気圧が交互に西から東へ進む春の気象ですが、低気圧が日本海を通るときに

春嵐が起こりやすくなります。寒冷前線が南下すると、突風が吹くことがあり、これが

春疾風です。 

春の不安定な気象の代表的なもので、雨をまじえたり、砂ぼこりを立てたり、火災をお

こしたりします。不安な、落ち着かない気持ちをそそります。 

 

季語「春嵐・春疾風・春荒」を詠んだ有名俳人の句に以下のようなものがあります。 

 

・春嵐地下食堂に飯食へり／中島斌雄 

・鎌倉の草庵春の嵐かな／高浜虚子 

・春疾風那智の大滝揺らしけり／村田昭子 

・春はやてシネマ『雨情』のはねし街／角川源義 

・春疾風舞ふポスターの裏のまま／宇佐見ふく 

・大阪の土を巻きあげ春疾風／宇田喜代子 

・春荒れに髪乱さざること重し／野沢節子 

・春荒れて鳥のちぎれてながれけり／平井照敏 

俳句の会「芦火」 
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☆前月の清記表に記載の中から選ばれた高得点句（５点以上） 

 ・前々月の７０７号に出句され、前月の７０８号で清記表に記載された１７名の１１９句

のなかから互選で高得点を獲得した句です。 

  ・枯れたりと思ひし枝に冬芽立つ／草炎 ・・・８点 

  ・米寿過ぎ煩悩未だ除夜の鐘／恵吾 ・・・・・８点 

  ・栃餅に卒寿の姉の心かな／史浩  ・・・・・７点 

  ・終活の千々の思ひや年の暮／碧亥 ・・・・・６点 

  ・若水やむかし言葉の美しき／恵吾 ・・・・・６点 

  ・湯豆腐や一人の夜の酒少し／勝  ・・・・・５点 

  ・軒下に薪積み上げて村の冬／史浩 ・・・・・５点 

  ・逝く年の吾も過客や列車の灯／碧亥・・・・・５点 

  ・恙無き余生を願ふ初詣／碧亥   ・・・・・５点 

 

＊４点句（惜しい！もう少しで５点）は割愛です。 

   

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 ＜俳句の会「芦火」概要＞ 

 ・会員は柑芦会会員 

・現在の会員は大学３期卒から２５期卒の１８名 

・昭和３８年（１９６３年）結成・・・約６０年の歴史 

・会員の作句は通信俳句誌「柑蘆同人誌・芦火」に掲載され毎月各人に配付 

・創刊以降毎月発刊。令和４年（２０２２年）６月に第７００号発刊。 

・５０号ごとに句誌を発刊。令和４年５月に「芦火第１４号句集」発刊 

・創刊時からの延べ会員数、７２名（高商３２名、高商教授１名、大学３９名） 

 

 ＜編集者・コンタクト先および会費＞ 

・編集者：穂永 千秋（大学１７期）（俳号：穂心） 

メルアド：suishin2010@dream.ocn.ne.jp／携帯：090-9887-2513 

・その他のコンタクト先; 

・山下 勝（大学１４期・前編集者）（俳号：勝） 

メルアド：yama723@nifty.com／携帯：090-1349-6727 

・平林 義康（大学２０期）（俳号：温州）  

メルアド：hirabayashi9497@yahoo.co.jp／携帯：090-8525-7293 

 ・会費：年会費１万２千円 

以上 

 

（文責：平林 温州） 
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